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 年平均気温は、津市で100年あたり約1.6℃上昇しています。 

 猛暑日は、津市で50年あたり約6日増加しています。 

図１ 津市における年平均気温の経年変化 

資料提供：津地方気象台 

図３ 津市における年降水量の変化 

資料提供：津地方気象台 

図２ 津市における猛暑日の経年変化 

資料提供：津地方気象台 

２ 三重県の気候変化の現状  

 年降水量は、津市で100年あたり213mm減少しています。 

 三重県内の１時間降水量（毎正時における前1時間降水量）50mm以上の年間観測回数は、

年ごとの変動が大きく、台風が三重県近傍を通過している年に多くなっています。 

図４ 三重県内の1時間降水量50 mm以上
の年間観測回数（20地点あたり） 

資料提供：津地方気象台 

三重県における気候変動による影響と、適応についての考え方や今後の方向性について整理し、

気候変動に対する適応の理解と推進につなげることを目的に作成をしています。 

 

１ 報告書作成の目的 
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